




私たち東急不動産は、幅広い事業活動を通じて、

持続可能な社会の実現をめざし、会社のDNAとして環境課題に取り組んできました。

これまでも、これからも。もっと豊かで誰もがいきいきと輝ける未来を実現するために

脱炭素社会や循環型社会の実現、生物多様性への配慮、

さらには持続可能な社会の発展に不可欠な地域社会との共生など、

不動産の枠にとらわれない取り組みを推し進めていきます。

本冊子ではハードやソフトを問わず、社会課題解決を起点とし、さまざまな価値提供に挑戦する

私たちの環境先進トピックをご紹介しています。

私たちのめざす未来を拓く新たなアクションを、どうぞご一読ください。

MESSAGE



中期経営計画

環境経営による価値創造

脱炭素社会・循環型社会・生物多様性への取り組みを通じて、環境を起点とした事業機会の拡大をめざします。

環境を起点とした事業機会の拡大

脱 炭 素 社 会 循 環 型 社 会 生 物 多 様 性

• RE100達成、社内炭素税（ICP）導入 
• ZEB/ZEH導入、環境認証取得
• 再エネ・省エネ・創エネ

• 廃棄物や水使用量の削減
• ストック活用
• 地域・環境との共生型事業

• 都市緑化と長期維持管理
• 森林保全・利活用
• サステナブル調達

中期経営計画

長期経営方針 当社グループの強み

すべての事業を通じた環境負荷低減 環境に寄与する快適な街と暮らしの創造 地権者や地域に寄り添う
開発・事業構築

ユーザーの感性に訴える
環境価値提案

2025年 カーボンマイナス 2030年 SBT1.5℃
目標の実現

2050年 ネットゼロ 
エミッション

CO₂削減 46.2%
自社のCO₂
排出量

再エネ創出等に
よる削減貢献量 CO₂排出ネットゼロ＜
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グリーン購入ネットワークの「第 23 回グリーン購入大賞」において、当社の環境対応への
企業姿勢を評価いただきました。当社は「自社の再生可能エネルギーを軸とした『発電する
デベロッパー』が挑戦する、再エネ利活用の一連の取り組み」として最上位の大賞・環境大
臣賞を受賞しています。 ■第21回屋上・壁面緑化技術コンクール

　［環境大臣賞］

屋上・壁面の緑化に加え、養蜂や水田・ハーブ
ガーデン・菜園などにおいてさまざまな環境教
育を実施し、街のにぎわいを創出している点。

■第42回緑の都市賞［奨励賞］

地上から6階までステップ状に連続するテラス
に施された緑地が、施設利用者の交流・憩いの
場となっており、緑が持つさまざまな環境貢献
機能を体感できるものとなっている点。

≪審査委員長からの評価ポイント≫

総合デベロッパーのノウハウを活かし、再生可能
エネルギー発電事業を自ら立ち上げ、自社のみ
ならずテナント施設や地域社会に再エネ促進を
積極的に展開している点が優れている。

「竹芝新八景」と呼ばれる約 1,700 ㎡のスキップテラス状の緑化と、その場での取り組み
が高く評価され、表彰を受けました。

私たち東急不動産の環境を起点とした取り組みは、さまざまな場面で高い評価をいただいており、その一部をご紹介いたします。

近年の主な受賞・表彰のご紹介

第23回グリーン購入大賞
最上位の大賞・環境大臣賞を受賞
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授賞式の様子

・CDP気候変動2022最高評価の

  「Aリスト」企業に2年連続選定

・健康経営優良法人ホワイト500に選定

「東京ポートシティ竹芝オフィスタワー」
スキップテラスの緑化が表彰

東京ポートシティ竹芝 スキップテラス

・「第10回グッドライフアワード」の10周年特別賞（環境省主催）

・「令和4年度気候変動アクション環境大臣表彰」の先進導入・
   積極実践部門 （環境省主催）

・「令和3年度新エネ大賞」の経済産業大臣賞（一般財団法人新エネルギー財団）

東急不動産の主な実績 東急不動産ホールディングスの主な実績

■令和４年度都市景観大賞 都市空間部門［特別賞］
■令和４年度港区景観街づくり賞［景観街づくり賞］



国内トップレベルの再生可能エネルギー発電能力を活かし、
使用電力を100%再生可能エネルギーに切替え完了。
ZEB/ZEHも積極的に導入するなど、幅広い事業領域において
脱炭素社会の実現を着実に進めています。　

脱炭素社会

CASE CASE 

オフィスビルや商業施設など対象の全244施設
使用電力を100%再生可能エネルギーに切替え完了

ZEB・ZEH の導入をはじめとした
環境に配慮した不動産開発の促進

2022年12月、当社事業所及び保有施設（※1）の使用電力（※2）について100%再生可能エ

ネルギー（以下、再エネ）への切替えを完了しました。これにより、国際イニシアチブ「RE100」
の要件である電力の再エネ化を達成するとともに、CO2の排出量を年間約15.6万トン削減す
ることができます。（一般家庭約8万世帯分のCO2排出量相当）
当社では2014年から太陽光発電事業に参入し、再エネ事業を積極的に推進。再エネ切替え
のためには、対象施設や各施設の電力使用状況の把握、再エネ化スキームの検討・構築、パー
トナーとなる電力小売会社の選定・協議、再エネ化100％への行程や自社発電所の運転開
始・発電ペースの突き合わせ、コストの試算、共同事業者との合意形成など、多岐にわたる要
素を統合的に進めていくことが求められます。トップダウンと実務推進体制が連動し、各部署
の担当者が能動的に活動することにより、スピード感を持った導入を成し遂げました。

※1 RE100の対象範囲とならない、売却または取壊し予定案件及び当社がエネルギー管理権限を有しない一部の共同
       事業案件を除きます。
※2 RE100が認めるグリーンガスが国内市場に存在しないため、コジェネレーション自家発電による電力を除きます。
　   なお、東京ガス様が供給するカーボンニュートラルガスを採用することで、脱炭素を実施しております。

当社では投資家やテナントの要請、政策動向等を踏まえ、ZEBやZEHの導入を加速。ZEBは
2030年度100%の導入(着工ベース)をめざしています。北海道札幌市で推進中の「（仮称）札
幌すすきの駅前複合開発計画」ではZEB-Ready認証を取得しました。高断熱サンドイッチパ
ネルの採用などによる外皮負荷の軽減や、豊富な地下水を利用した放射冷房の採用で、エネ
ルギー削減を実現します。物流事業では大阪府茨木市で推進中の「LOGI’Q南茨木」におい
て、屋上太陽光パネル設置による再エネ活用推進や壁面緑化を通じ、ZEB認証最高ランクで
ある『ZEB』を取得するほか、CASBEE最高ランクであるSランクを取得予定です。
当社において年間着工件数の多い住宅事業では、当初目標を前倒し、2023年度以降に着工
する全ての分譲マンションBRANZ(※1)をZEH相当(※2)の環境性能とするほか、業界に先
駆けて低炭素建築物認定も全棟にて取得します。これに加え、屋上の太陽光パネルの設置・
駐車場へのEV充電器設置率向上・緑化率の向上などを通じ、環境先進マンションの開発に
取り組んでいます。

※１ 当社が開発する案件が対象。JV案件など、一部の物件を除く。
※2  「ZEH」とは集合住宅におけるZEH-M（100％以上省エネ）、またNearly ZEH-M（75％以上省エネ）、ZEH-M Ready
　　（50％以上省エネ）、ZEH-M Oriented（20％以上省エネ）等を含み、これらを当社取り組みの対象とします。

リエネ松前風力発電所（北海道）定格容量：40.8MW リエネ長南太陽光発電所（千葉県）定格容量：24.0MW ブランズ千代田富士見
（外観イメージ）
（2024年竣工予定)

（仮称）札幌すすきの駅前複合開発計画
（外観イメージ）（2023年竣工予定）

LOGI’Q南茨木（完成予想図）
(2024年竣工予定）

O1
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CASE CASE 

日本初※1分譲マンション向け
冷凍・冷蔵宅配ボックスを採用

大型木造＋RC造のハイブリッド構造建築
「（仮称）キャンパスヴィレッジ生田」

CASE CASE 

エネルギー問題、農業問題双方の解決をめざす
営農型の太陽光発電施設「ソーラーシェア」

サツマイモ緑化を利用したオフィスビル空調の
省エネ化とコミュニケーションイベントの創出

埼玉県東松山市にてソーラーシェアを中心とし
た実証施設「リエネソーラーファーム東松山」を
建設しました。太陽光発電施設を設置した地面を
農地として活用するもので、土地活用・農業支援
などの点で注目を集めています。また、近隣では
既存建物をリノベーションし、近隣の方にご利用
いただけるカフェ及びコワーキングスペース、実
証内容の説明や展示を行う「TENOHA東松山」
を開業。営農者・近隣の方 ・々行政機関・発電事業
者などと共にさまざまな実証実験を行います。

ビル屋上の空調室外機周辺をサツマイモの葉に
よって緑化し、葉の蒸散や遮蔽効果により周囲
の温度を低減することで、電気使用量の軽減に
つなげています。一般的にオフィスビルの省エネ
化を達成するには、入居テナント様のご協力が
必要不可欠ですが、この取り組みはテナント様
側に負担を掛けずに省エネを実現できるのが特徴。
検証では電気使用量が約15%削減でき、イモの
収穫イベントを通じたコミュニケーション機会
の創出にもつながりました。

国内初となる、冷凍品の保管が可能な共同住宅
向け宅配ボックスをパナソニック株式会社と共
に開発。大阪市で推進中の「ブランズタワー谷町
四丁目」「ブランズタワー大阪本町」の２物件で採
用します。これまでの常温品に加え、宅配需要の
高まる冷凍品・冷蔵品に対応することで、再配達
による配送車のＣＯ２削減・入居者の利便性向上
に貢献します。再配達という社会問題の解決に
資する取り組みを評価され、2022年度グッドデ
ザイン賞を受賞しました。

神奈川県川崎市において推進中の本事業では
木造＋RC混構造を採用。木材を多く使用するこ
とで、建設時のCO2排出量を大幅に削減すると
共に、木造建築の炭素貯蔵の効果による脱炭素
化への貢献が期待されます。内外装においても、
サステナブルな環境を住まいながら感じられる
ような木調のデザインを取り入れ、温かみのある
空間を構築。素材のカラーを自然な色合いにす
ることで、閑静な街並みへの調和を図ります。

ソーラーシェアでの営農（イメージ）

ウノサワ東急ビルの芋緑化システム冷凍・冷蔵宅配ロッカー

（仮称）キャンパスビレッジ生田（外観イメージ）
（2024年竣工予定）

※1  国内の分譲マンションにおける冷凍機能のついた宅配ボックスの 採用は日本初となります。
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CASE CASE 

登録有形文化財の保存復原
旧九段会館を活かした保存建築「九段会館テラス」

「東急ハーヴェストクラブ」全施設に
“コンポスト”設置

東京都千代田区の「九段会館テラス」は、1934年に創建した旧九段会館の一部を保存復原

し、解体部分に17階建ての新築ビルを増築したプロジェクトです。旧九段会館の躯体を活かし

た免震化工事によりCO2を約60t低減したほか、瓦2.9t・スクラッチタイル10.9tをはじめ旧

九段会館に使用されていた仕上げ材を活用し、廃棄物を削減しています。

事業の敷地は北の丸公園・牛ヶ淵に直接面し、豊かな自然環境を享受できる都内でも希少性

の高い立地です。これを受け、九段ひろばや屋上庭園では生物多様性に配慮した植栽計画を

施すほか、親水空間を楽しめるお濠沿いテラスを計画することで、地域の人に愛される憩いの

場としています。

その他、国内オフィスビル初のVIEWガラス採用により空調負荷を低減し、約20％の共用部ラ

ンニングコスト削減しているなど、各種取り組みを評価いただきABINC認証、江戸のみどり登

録緑地、DBJ Green Building認証（5スター）等の取得を果たしています。

当社グループで運営する「東急ハーヴェストクラブ」では、2025年度までに全施設にて、バイオ

式生ごみ処理機コンポストの導入を予定しています。今まで廃棄物として取り扱っていた生ごみ

を有効活用。良質な堆肥に変えて、ごみの排出量を削減すると共に、できた堆肥は自社収穫体験

施設や提携農家において農作物の育成に活用します。さらに、堆肥を提供した提携農家から農作

物を仕入れ、ホテルにて提供することで、食の循環と地産地消の実現をめざします。また、「ホテ

ルタングラム(長野県上水内郡信濃町)」と、「東急ハーヴェストクラブ浜名湖(静岡県浜松市)」で

は、コンポストで得た堆肥を自社の野菜収穫体験施設にて活用。ご宿泊のお客様がご自身で収穫

した野菜を召し上がることができ、リゾート地で食の循環や地産地消を楽しみながらご体験いた

だけるようになります。

九段会館テラス外観（保存部分） 創建当時の意匠を残した階段室 自社収穫体験施設での堆肥活用を計画 導入したコンポスト

07　TOKYU LAND CORPORATION

省資源と再利用、既存ストックの活用により、
あらゆる事業でのサーキュラーエコノミーを構築。
また、各地域との接点を活かした取り組みで、
持続可能な地域循環型社会の実現に貢献しています。

循環型社会O2



CASE CASE 

買取マッチングプラットフォームを活用し、
マンションオーナー様・居住者様のリユースを支援

CASE CASE 

リノベーション都市型賃貸レジデンス
「コンフォリア高島平」

「環境で選ばれる施設」に向けたプロジェクト
オフィスビルで回収した「使用済みクリアファイル」を貸出傘に再生

リノベーション事業は、既存躯体を活かして新たな

資源利用を大幅に抑えることで資源循環を実現す

るほか、建替え新築に比べCO2排出量も削減でき

ます。本事業では「暮らしのアップサイクル」をコン

セプトに、築27年の社宅活用・内装への間伐材活

用・コンポストによる生ごみ削減と共用部菜園で

の堆肥の活用などに取り組んでいます。また、断熱

改修によりエネルギー消費量が14%削減され、既

存建物では珍しいBELS 認証も取得しています。

当社のオフィスビル26物件において、株式会社サ

エラ・アスクル株式会社と協業のもと、入居企業か

ら回収した使用済みクリアファイルを、ワーカーの

皆様への貸出傘の柄に再生しました。これにより、

年間で約1tを回収し、2,400本の傘へと生まれ変

わらせる資源循環を実現。日常的に業務で使用さ

れる一方、数度の使用で廃棄されることも多いプ

ラスチック製品を施設利用者が気軽に使える傘へ

と再生させる、施設内循環を実現しました。

一般家庭に眠る不用品は約44兆円相当とも言

われています。当社は「東急コミュニティー」や

「ウリドキ株式会社」と共に、買取マッチングプ

ラットフォームを利用した、マンションオーナー

様・居住者様の不用品リユースを支援していま

す。同時に、本取り組みで得た売上等の一部を

「東急リゾーツ&ステイ」に寄付し、同社が運営す

る「もりぐらし」をはじめとする森林保全や地域

貢献活動に活用。リユース促進と森林保全等の環

境貢献を両立して推進しています。 ｠
プレイルームには体育館の床材を転用した
インテリアを設置

クリアファイルを回収して再生

リユース支援フロー図

デジタルツインを活用した
サーキュラーエコノミーの構築

従来、分譲住宅の販売活動では、物件ごとのギャラ

リーや膨大な販促物を作成・消費し、完売後は廃

棄していました。これを解決する糸口として、デジ

タル空間に竣工予定マンションの双子（デジタルツ

イン）を作成。さまざまな媒体を通じてお客様へ物

件の魅力訴求を進めます。デジタルを起点に生

産ー消費ーリサイクルの循環モデルを構築するこ

とで、販促物作成の資材を大幅に削減すると同時

に、デジタル空間でのシミュレーション機能の実装

など、CXも向上させる取り組みとなっています。 デジタルツインによるデジタルモデルルーム
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東急不動産

ウリドキ様
(サービス事業者)

BRANZ
オーナー

寄付先
(MORIGURASHI)

BW・メルマガで
サービス紹介

サービス利用
循環型社会へ貢献

売上15％・査定10
円/件を寄付

環境保護に
貢献

環境保護・循環型
社会へ貢献

間伐材の提供



CASE CASE 

子供たちと共に行う体験型資源循環
廃油から“コネコネマイせっけん”づくり

CASE CASE 

衣料品をアップサイクルして共感を呼ぶ
循環コミュニティー形成 「NewMake Labo」

地元生産者から届いた食材を調理するレストラン
「東急ハーヴェストクラブVIALA鬼怒川渓翠」

渋谷区で協力各社と共に「NewMake Labo」

を展開しています。このラボでは、企業・ファッ

ションブランド・個人の共創を通じ、大量廃棄が

課題となっている衣料品をアップサイクルするこ

とで、循環型ファッションコミュニティーの形成

をめざしています。国内外ブランドから提供され

た洋服等を利用し、ブランドの歴史やサステナ

ビリティへの取り組みなどをコミュニティーで共

有しながら、ラボの機材や資材を活用して新た

な価値づくりに挑みます。｠

2022年12月に開業した「東急ハーヴェストクラブ

VIALA鬼怒川渓翠」。施設内のレストラン「炅(け

い）」では、「地域や社会へのつながり」をコンセプ

トに、ローカル食材の積極的使用・規格外野菜の

使用によるフードロス削減などを推進。また、調理

用の薪木には栃木県などの森で出る間伐材を使

用し、使用した分の植樹寄付活動も行います。さら

に、カトラリーや食器は、既存の「東急ハーヴェスト

クラブ」で使用したものを集め、エイジング加工や

金継ぎを施したうえで再利用しています。

長野県茅野市の「東急ハーヴェストクラブ蓼科」で、

調理後の廃食用油をリサイクルした石鹸づくり

ワークショップを開催しました。この石鹸は粘土

のようにこねて、いろいろな形づくりができるもの

で、夏休み中の子供たちに“コネコネマイせっけん”

づくりを体験していただきました。捨てられる

はずのものを再利用する、資源循環の大切さを実際

に手で触れながら楽しく学んでもらい、多くの子供

たちに環境への取り組みを身近に感じていただける

ワークショップです。

NewMake Labo

東急ハーヴェストクラブ VIALA鬼怒川渓翠 廃食用油を利用した石鹸づくりを体験
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ペットボトル再生素材を利用したユニフォームを
「東急スポーツオアシス」で導入

「東急スポーツオアシス」では、過去10年以上オリ

ジナルデザインのユニフォームを使用してきましたが、

これを株式会社ユニクロ様との協業によりペットボ

トル再生材を使用した既製品に切り替えました。

この既製品は使用後も廃棄せず、全商品がリユース

や素材再生に利用できます。これによりプラスチック

資源循環に貢献すると共に、製作・保管コスト削減

という経済的メリットも享受できます。日々ペット

ボトルが大量消費されるスポーツジムだからこそ

の意義ある取り組みです。 再生素材による新ユニフォーム



当社グループでは長野県茅野市の「東急リゾートタウン蓼科」において、森林資源を核とした

「まもる・つかう・つなぐ」の、持続可能な地域循環のサイクルである「もりぐらし」を推進しています。

その一環として間伐等の適切な森

林経営活動を実施。これによって森

林の成長を促し、大気中のCO2を年

間約50t吸収することが見込まれ、

クレジットとして認証されました。

クレジットは自社施設のカーボンオフ

セット等に使用しています。

CASE CASE 

地域ボランティアの皆様と共に
那須の自然を守るゴヨウツツジ保全活動の実施

「東急ステイ沖縄那覇」
海の森「サンゴ礁」の保護・再生の啓発活動

CASE CASE 

総合デベロッパー初の森林経営活動に基づく
J-クレジット認証・登録

生態系に寄り添った都市開発
「東京ポートシティ竹芝オフィスタワー」

都市開発では当社らしい魅力ある緑化として、施設の緑

量をただ豊かに維持するだけでなく、周辺の生態系調査

などに基づく生物との共生を前提とした開発・運営を

行っています。東京都港区の「東京ポートシティ竹芝」で

は、施設の一部にミツバチの巣箱を設置し養蜂を行った

り、施設内で田植え体験を実施したりと、都市の中で自然

環境への意識を高める取り組みを施設に導入し、オフィス

ワーカーの皆様などに提供しています。

「東急リゾーツ＆ステイ」が運営する「マウントジーン

ズ那須」は、日本最大級のゴヨウツツジの群生地であ

り約3万本が群生しています。敬宮愛子内親王のお印

でもあるこの花の生育環境を整備するため、日照を

妨げる低木の除伐などを、毎年9月末～11月上旬に地

元ボランティア協議会と共に実施しています。森林整

備によりゴヨウツツジの育成を支援し、那須地域の自

然環境の保全と社会環境の確保に寄与しています。

「東急ステイ沖縄那覇」では、開業以来「おきなわ地域愛

着型ホテル」を掲げ、地域の魅力発信を積極的に行ってい

ます。その一環でサンゴ保護の啓発を通じてSDGsを考え

るイベントを店舗従業員の発案で実施。旅行者や地域の

方々も楽しめるヴィーガンフードの提供や海洋ごみアート

の展示などを行いました。イベントで上映したサンゴ保全

のドキュメンタリー映画は、サンゴの日と定めた毎年3月5

日に全国の「東急ステイ」全店舗で上映しています。

森林経営活動に基づくクレジット創出の仕組み
東京ポートシティ竹芝 スキップテラス

保全活動にご参加いただいた皆様 サンゴ礁（イメージ）
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都市や地域の特性を踏まえた、自然資本の保全活動に各事業地で取り組むほか
これを持続的な活動として継続するための仕組みづくりを進めています。生物多様性O3



当社は地域の課題解決や活性化につなげていくことを目的とした地域共生の取り組みの活動拠点

を各地に展開しています。そのひとつとして、既存施設をリノベーションした、地域交流スペース・コ

ワーキングスペース等の施設「TENOHA能代・TENOHA男鹿」（秋田県）を2023年4月に開業しまし

た。ここでは「みんなでつくるプロジェクト」と題し、ワークショップやイベント等を通して、地域の皆

様のご意見をお伺いしながらモノづくりを進める新しい「地域共生の企画・開発モデル」として、中長

期にわたり、 地域の皆様に愛着を持っていただける施設づくりをめざします。これ以外では、2022

年12月にTENOHA東松山を開業しているほか、これを皮切りにTENOHA各施設を順次開業して

いく予定です。

地域共生の活動拠点「TENOHA」（イメージ）

当社は北海道松前町とまちづくり・教育支援・風力発電と漁業の共存などに関する協定書を

締結し、地域の課題解決や地域創生に取り組んでいます。これは日本でも有数の強い風が吹

くという地域資産を活かし、日本最大級の高さの「リエネ松前風力発電所」を開発するだけ

でなく、マグロ・松前牛・桜といった観光資源等を活かした地域活性化に貢献するものです。

教育面では町の小学校で出前授業を行うことを通じ、子供たちが風という資源を知り、風力

発電の価値を理解していただけるようにしています。ナセルと呼ばれる機械室に絵を描いて

もらい、風力発電を身近に感じてもらう体験も実施しました。

また、松前町沖では洋上風力発電の誘致が検討されています。実現すれば、地域産業活性化

や持続的な雇用創出などの波及効果が期待される一方、町の資源である漁業との共存が重

要な課題となります。当社は町の漁業の将来ビジョンを共同で作成し、その具体的な施策の

一部を協力して実施していきます。

風力発電を利用したお祭り「プレミアム・サマーフェスト」 お祭りでは「自家発電」を体験できるコーナーも

11　TOKYU LAND CORPORATION

人々の「交流」「つどい」を育むスペースや機会の提供など、地域と共に歩む社会貢献活動を展開。
持続可能な社会の発展や豊かな社会づくりをめざしています。地域共生O4

CASE CASE 

地域の課題解決や活性化に向けた地域共生の活動拠点「TENOHA」
TENOHA能代・TENOHA男鹿での取り組み

風という資産を活かし、共に地域の未来を拓く
北海道松前町での地域創生の取り組み



「東急リゾーツ＆ステイ」が運営する「ホテルニセコアルペン」では、地元の高校生による食品ロス

削減活動をサポート。もともと倶知安農業高校では地域活性化プロジェクトの一環として日本

酒を醸造し、その過程で廃棄されるはずだった酒粕を「さけの粉」としてパウダー化していまし

た。「ホテルニセコアルペン」ではこの取り組みに

賛同し、総料理長監修のもとでロールケーキ「さ

けの粉ろーる」を開発。商品化にともなってパッ

ケージについても高校生のアイディアをもとにデ

ザインしています。地元にちなんだ「春、羊蹄山、自

然、雪解け」をモチーフにしたそのデザインには、

「今後も末永く共に歩めること(七宝つなぎ)」、

「子供たちの成長を願う気持ち (麻の葉)」などの

思いを反映。また、倶知安農業高校の校章や酒造

のロゴもモチーフとして加えるなど、地域と一体

となってつくり上げた喜びを表現しています。

兵庫県尼崎市の「あまがさきキューズモール」では、緑と関わるイベントを通じて地域の方々が交流

を育む取り組み「GrinGreenプロジェクト」を推進しています。施設内に未利用地として残されてい

た緑地帯約300㎡を都市型ファーム「キューズファーム」として整備し、毎月の農業イベントや地元

団体との協働イベントなどを開催。地域の伝統野菜を育てて収穫する体験や、種を蒔くところから

育てた花をドライフラワーにしてクラフトの素材にする体験をしていただくことができます。

背景として、重工業地帯から人気の高い

住宅地へ変貌を遂げたJR尼崎駅周辺で

は、緑や子供たちが遊べる場所が少ない

というまちの課題がありました。緑に触

れる機会が少ない都心部だからこそ、商

業施設と子供たちが遊べる農・食・花の

体験ができる場を提供することで、お客

様が自然との触れ合いを通じ、地域を愛

し、人とのつながりを感じてもらえるよう

になることをめざしています。 「あまがさきキューズモール」

「キューズファーム」で野菜や花を栽培

体験・共感することで環境に優しい
コミュニティーづくりに貢献
「GrinGreen」inあまがさきキューズモール

CASE CASE 

高校生の食品ロス削減活動を応援 
「さけの粉ろーる」の商品開発

地元の高校生と「さけの粉ロール」を開発

ニセコスキー場
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福井県勝山市の「スキージャム勝山」は、ホテル・スキーの複合リゾートです。ここでは施設運営を

通じ、地元の子供たちを応援するさまざまな取り組みを進めています。そのひとつが、地球の成り

立ちや自然環境について学べる体験プログラム「勝山自然塾」です。環境問題への理解と、それに

対し自分達に何が出来るかを考えるもので、地元の小学校の課外項目にも認定されています。

またコロナ禍の2020年には、自粛を強いられた子供たちの活力を養うため、再開後の地元小学

校に、レストランで販売しているカツを提供しました。

コロナ禍で客足が遠のき、レストラン側で廃棄予定

だった食品ロスの削減にも繋がる取り組みでした。

毎冬には、ウインターレジャーを通じて子供たちの成

長につなげる『雪育』の場として活用できるよう、地元

の小中学校に「雪育チケット（リフト券）」を進呈して

います。この取り組みは18年続いており、雪が降る恵

まれた環境に居住していることや自然の大切さにつ

いて、地元の子供たちが知る機会を創出しています。
スキージャム勝山の「勝山自然塾」

板倉ゴルフ場での「群馬県民健康イベント」

「雪育」の機会を提供
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群馬県板倉町で「東急リゾーツ＆ステイ」が指定管

理者として運営する「板倉ゴルフ場」では、「群馬県

民健康イベント」として地域の皆様にゴルフ場を

開放しました。ゴルフ場内を散策しながら「東急ス

ポーツオアシス」による健康づくりサポートを体

験できるほか、サッカーボールを使用したゴルフ

「フットゴルフ」体験などを実施。普段訪れない

方々へもゴルフ場に親しんでいただくと共に、皆様

の健康づくりのきっかけとなることを目指した

取り組みです。

CASE CASE 

ゴルフ場を開放し、健康づくりをサポート
板倉ゴルフ場の「群馬県民健康イベント」開催

蓼科の豊かな森を守りながら活用

「東急リゾートタウン蓼科」では、2017年から「もり

ぐらし」の取り組みを進めています。地域の理解を

得ながら、地元の森林を地域活性化のために活用

すべき重要な資源と捉え、当社グループと茅野市、

一般社団法人諏訪広域脱炭素イノベーション協会

が「地域循環共生圏に関する包括連携協定」を締結

しました。多くの旅行者が訪れる地域の自然環境

や景観を守り、「地域循環共生圏」の創造を通じた、

カーボンニュートラルなまちづくりをめざしていく

取り組みを、全国へと広げていきます。

CASE 

公民連携で推進する蓼科の「もりぐらし」
自然との共生は周辺地域から全国へ

「スキージャム勝山」
施設運営を通じ、地元の子供たちを応援する取り組み



“まんどろ火祭り”を復活開催

寄贈したキューズモールオリジナル防犯ブザー

関西地区のキューズモール4施設では、施設が地域と

一体になって活性化をめざす「スマイルプロジェクト」

に取り組んでいます。その一環として、2021年3月か

ら2022年2月までの期間にお客様よりご寄付いただ

いた合計12万以上のポイントを活用し、地元小学校

41校の新一年生に3,989個のオリジナル防犯ブザー

を寄贈しました。この取り組みは市民の皆様のお心遣

いにより9年間継続しており、地域の子供たちの犯罪

被害を防ぐことに寄与しています。

“まんどろ火祭り”は、「みのおキューズモール」の所在する大阪府箕面市萱野地

域に約300年前から伝わる伝統行事です。長い間途絶えていたお祭りが、市民

の皆様の想いによりキューズモールの広場を舞台に復活しました。施設の企画

であるキューズ夏祭りとの共催も実現し、2022年8月のイベントでは、約3,000

人が来場。千里川沿いには提灯・たいまつの行列が続きました。地域の皆様との

連携でスケールの大きい賑やかなお祭りをつくり上げた取り組みです。

300年の伝統 “まんどろ火祭り”が復活
キューズ夏祭りとの共同開催を実現

CASE CASE 

地域一体となってエリア活性化をめざす
「キューズモールスマイルプロジェクト」
キューズモール4施設の地元小学校41校に防犯ブザー3,989個を寄贈
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	TLC_サスティナブック_A4_230327
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